
佐賀県教育センター                  平成 23 年 10 月 1日 

 

新学習指導要領で評価が変わる! 

 

新学習指導要領における学習評価の進め方 

（小学校 図画工作科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年度から，小学校では新学習指導要領が全面実施となりました。新学習指導

要領の趣旨を反映した学習評価の考え方については，平成 22 年 11 月に「評価規準

の作成のための参考資料」が，平成 23 年 3 月には，「評価方法等の工夫改善のため

の参考資料」が，国立教育政策研究所教育課程研究センターから示されているとこ

ろです。この「学習評価の進め方」は，新学習指導要領に基づく学習評価を円滑に

進めていくための手引きとして，佐賀県教育センターが作成したものです。各学校

における新学習指導要領に基づいた指導と評価を推進していくためにお役立てくだ

さい。 

（主な内容） 

１ 新学習指導要領の趣旨を反映した学習評価の考え方とその具体 

２ 小学校図画工作科における教科目標，評価の観点のその趣旨について 

３ 小学校図画工作科における学習評価の進め方 

４ 小学校図画工作科における学習評価事例 

５ 小学校図画工作科における学習評価の進め方Ｑ＆Ａ 



 図工-１ 

新学習指導要領の趣旨を反映した学習評価の基本的な考え方 

新学習指導要領の下での学習評価については，児童生徒の「生きる力」の育成をめざし，児童生徒の一人

一人の資質や能力をより確かに育むようにするため，目標に照らしてその実現状況をみる評価（目標に準拠

した評価）を着実に実施し，児童生徒一人一人の進歩の状況や教科の目標の実現状況を的確に把握し，学習

指導の改善に生かすことが重要です。併せて，学習指導要領に示す内容が確実に身に付いたかどうかの評価

を行うことが求められています。 

 

各学校における学習評価の進め方と留意点 

各学校においては，評価規準を適切に設定するとともに，評価方法の工夫改善を進めること，評価結果に

ついて教師同士で検討すること，実践事例を着実に継承していくこと，授業研究等を通じ教師一人一人の力

量の向上を図ること等に，校長のリーダーシップの下で，学校として組織的・計画的に取り組むことが必要

です。また，年間指導計画を検討する際には，それぞれの単元（題材）において，観点別学習状況の関わっ

ての最適の時期や方法を観点ごとに整理することが重要です。このことが，評価すべき点を見落としていな

いかの確認や，必要以上に評価機会を設けることによる無駄を省き，効果的・効率的な学習評価を行うこと

につながります。 

 

新学習指導要領における学習評価の観点について 

（1）従前と新学習指導要領における学習評価の観点 

従前の観点           新学習指導要領における観点 

「関心・意欲・態度」  →   「関心・意欲・態度」 

「思考・判断」     →   「思考・判断・表現」 

「技能・表現」     →   「技能」 

「知識・理解」     →   「知識・理解」 

 

（2）新学習指導要領における学習評価の観点の説明 

「関心・意欲・態度」 

  これまでと同様，各教科の学習に即した関心や意欲，学習への態度等を対象としたもので，その趣旨に

変更はありません。 

 

「思考・判断・表現」 

  「表現」については，基礎的・基本的な知識・技能を活用しつつ，各教科の内容に即して考えたり，判

断したりしたことを，児童生徒の説明・論述・討論などの言語活動等を通じて評価することを意味して

います。つまり，ここでいう「表現」とは，これまでの「技能・表現」で評価されていた「表現」では

なく，思考・判断した過程や結果を言語活動等を通じて児童生徒がどのように表出しているかを内容と

しています。 

 

「技能」 

従前において「技能・表現」として評価されていた「表現」も含む観点として設定されています。 

 

「知識・理解」 

  これまでと同様，各教科において習得した知識や重要な概念を習得しているかどうかを内容としたもの

で，その趣旨に変更はありません。 



 図工-２ 

小学校 図画工作科における教科目標，評価の観点及びその趣旨 

１ 教科目標                                      

 

 

 

   

    

    

    

    

２ 図画工作科における評価の観点及びその趣旨                     

 

 

 

 

※ 下線部は，各学年のポイントとなる部分。教育センターによる。 

 第第第第 1111・２学年・２学年・２学年・２学年    第３・４学年第３・４学年第３・４学年第３・４学年    第５・６学年第５・６学年第５・６学年第５・６学年    
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＜観点の趣旨＞＜観点の趣旨＞＜観点の趣旨＞＜観点の趣旨＞    

自分の思いをもち，進んで表現や鑑賞の活動に取り組み，つくりだす喜びを味わおうとする。自分の思いをもち，進んで表現や鑑賞の活動に取り組み，つくりだす喜びを味わおうとする。自分の思いをもち，進んで表現や鑑賞の活動に取り組み，つくりだす喜びを味わおうとする。自分の思いをもち，進んで表現や鑑賞の活動に取り組み，つくりだす喜びを味わおうとする。    

思いのままに表したり，作品など

を見たりしながら，つくりだす喜

びを味わおうとする。 

自分の思いで表現したり，鑑賞

したりしながら，つくりだす喜びを

味わおうとする。 

自分の思いをもって表現したり，

鑑賞したりしながら，つくりだす

喜びを味わおうとする。 
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＜観点の趣旨＞＜観点の趣旨＞＜観点の趣旨＞＜観点の趣旨＞    

感じたことや材料などを基に表したいことを思い付いたり，形や色，用途などを考えたりしている。感じたことや材料などを基に表したいことを思い付いたり，形や色，用途などを考えたりしている。感じたことや材料などを基に表したいことを思い付いたり，形や色，用途などを考えたりしている。感じたことや材料などを基に表したいことを思い付いたり，形や色，用途などを考えたりしている。    

感じたことや材料などを基に表

したいことを思い付いたり，形や

色，つくり方などを考えたりして

いる。 

感じたことや見たこと，材料や場

所などを基に表したいことを思い

付いたり，形や色，用途などを考

えたりしている。 

感じたことや見たこと，材料や場

所などの特徴を基に表したいこと

を思い付いたり，形や色，用途

や構成などを考えたりしている。 
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＜観点の趣旨＞＜観点の趣旨＞＜観点の趣旨＞＜観点の趣旨＞    

感覚や経験を生感覚や経験を生感覚や経験を生感覚や経験を生かしながら，表したいことに合わせて材料や用具を使い，表し方を工夫している。かしながら，表したいことに合わせて材料や用具を使い，表し方を工夫している。かしながら，表したいことに合わせて材料や用具を使い，表し方を工夫している。かしながら，表したいことに合わせて材料や用具を使い，表し方を工夫している。    

体全体の感覚を働かせながら材

料や用具を使い，工夫して表し

ている。 

手や体全体の感覚を働かせな

がら，表したいことに合わせて材

料や用具を使い，表し方を工夫

している。 

感覚を働かせたり経験を生かし

たりしながら，表したいことに合

わせて材料や用具を使い，様々

な表し方を工夫している。 
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＜観点の趣旨＞＜観点の趣旨＞＜観点の趣旨＞＜観点の趣旨＞    

作品などの形や色などから，表現の面白さをとらえたり，よさや美しさを感じ取ったりしている。作品などの形や色などから，表現の面白さをとらえたり，よさや美しさを感じ取ったりしている。作品などの形や色などから，表現の面白さをとらえたり，よさや美しさを感じ取ったりしている。作品などの形や色などから，表現の面白さをとらえたり，よさや美しさを感じ取ったりしている。    

身の回りの作品などの形や色な

どから，面白さに気付いたり，楽

しさを感じたりしている。 

身近にある作品などの形や色な

どから，表現の感じの違いをとら

えたり，よさや面白さを感じ取っ

たりしている。 

親しみのある作品などの形や色

などから，表現の意図や特徴を

とらえたり，よさや美しさを感じ取

ったりしている。 

「感性を働かせながら」という文言が加わりました。 

子どもの感覚や感じ方，表現の思いなど，自分の感性を十分に働かせるこ

とが大事ですね。 

表現及び鑑賞の活動を通して，感性を働かせながら感性を働かせながら感性を働かせながら感性を働かせながら，つくりだす喜びを味わうようにする

とともに，造形的な創造活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を養う。 

 

図画工作科の評価を進めていくときには，まずは，その題材で何をねらうのか，どんな力

をつけさせたいのかを決めることが大切です。４つの評価の観点と趣旨，各学年の評価の

観点の趣旨は，以下のようになっています。 

 



 図工-３ 

３ 小学校図画工作科におけるこれからの学習評価のポイント                   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

４ 評価規準設定の進め方  ～どうやって評価規準を設定するの？～                            

 

国立教育政策研究所で公開されている「評価規準等の工夫改善のための参考資料」（小学校）を基に，必要

に応じて評価規準の設定例の記述を具体化したり，いくつかの設定例を参考にして設定したりすることが大

切です。具体的には，以下のような手順で評価規準を作っていきます。 

 

    

 

 

          

    

    

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまで・・・ 

作品の出来栄えや作業量の多さ，表し方の丁寧さなどだけで評価していなかったかな・・・。

作品全体を印象的に捉え，先生の主観性が強い評価になっていなかったかな・・・。 

（１）指導事項（＝身に付けさせたい力）を明確にもって評価する。 

   題材の評価規準を設定する時に，その題材における学習活動が，どのような資質や能力を育てることに

なるのかを明確にすることが大切です。その時間でねらいとすることをしっかり焦点化して指導し，指導した

ことについて評価します。 

（２）作品だけでなく，活動のプロセスを見取る。 

  児童がもてる力を自由に働かせたり，新しいことを進んで試したりしているというような造形活動の様子の評

価を充実させることが大切です。 

これからの図画工作科における評価のポイント 

 

今度は，こんな題材に 

取り組ませたいなぁ・・・ 

→「この題材でどのような能力を育成しようとするのか」  

「どのような事項を評価規準に盛り込むのか」を明確にする！を明確にする！を明確にする！を明確にする！    

ここがここがここがここが大事大事大事大事！！！！    

※ 国立教育政策研究所  

「評価規準等の工夫改善のための参考資料」（小学校） 

http://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html 

 

＜手順１＞取り組みたい題材を決める 

＜手順２＞「評価規準に盛り込むべき事項」を参考にしてこの題材で育てたい力を決め

この題材では，こんな

力を育てたいなぁ。 

＜手順３＞「評価規準の設定例」を参考に「題材の評価規準」を作成する。 

 

何 をど のよ う

に 評価 する か

を決めよう！ 

どのような指導が必要かを

考えよう！ 

 



 図工-４ 

小学校３年生「だんボール 切って つないで」の例で具体的に評価規準を設定してみましょう            

 ３ページの評価規準設定の進め方の手順に従って，小学校３年生の題材「だんボール 切って つないで」

を例に評価規準を設定してみましょう。この題材は，切った段ボールの形や身近な場所の特徴を生かして，

組み合わせ方やつなぎ方を工夫して思い付いたことを表すというものです。 

ここでは「造形への関心・意欲・態度」の評価規準を設定してみましょう。 

＜第３・４学年の観点「造形への関心・意欲・態度」の例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価規準の文末表現をみてみましょう                                    

実際に評価規準を設定する際に分かりやすいように，４つの観点ごとの文末表現の例を 

挙げています。文末表現は，子どもの活動状況を表すキーワードでもあります。 

 ■ 「造形への関心・意欲・態度」造形への関心・意欲・態度」造形への関心・意欲・態度」造形への関心・意欲・態度」    

→表現活動の場合 「～取り組もうとしている」「～楽しもうとしている」 

 鑑賞活動の場合 「～味わおうとしている」「～楽しもうとしている」 

 

  ■「発想や構想の能力」「発想や構想の能力」「発想や構想の能力」「発想や構想の能力」→「見付けている」「～思い付いている」「～考えている」 

 

  ■「創造的な技能」「創造的な技能」「創造的な技能」「創造的な技能」→「～工夫して表している」「～工夫している」 

 

  ■「鑑賞」「鑑賞」「鑑賞」「鑑賞」→「～に気付いたり，楽しさを感じたりしている」 

「～をとらえたり，感じ取ったりしている」 

造形への関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 

身近な材料や場所などの形

や色などに関心をもち，自分

の思いで造形的な活動に取

り組もうとしている。 

身近な材料や場所などの形

や色などを基に造形的な活

動を思い付いたり，話し合い

ながら考えたりしている。 

手などを働かせながら，材料

や用具を使い，組合せ方やつ

なぎ方などを工夫している。 

・新聞や袋などの材料で,教室や遊

具などの身近な場所をつくりかえ

ることに取り組もうとしている。 

・自分の見付けた場所で，自然の

材料を並べたり，木の枝をつない

だりする活動に取り組もうとして

いる。 

・木切れなどの材料を組み合わせ

たり，釘を打ったりすることを楽

しもうとしている。 

・段ボールや厚紙などの材料を切

ってつなぐ活動を楽しもうとして

いる。 

【「Ａ【「Ａ【「Ａ【「Ａ    表現（１）造形遊び」の表現（１）造形遊び」の表現（１）造形遊び」の表現（１）造形遊び」の評価規準に盛り込むべき事項評価規準に盛り込むべき事項評価規準に盛り込むべき事項評価規準に盛り込むべき事項】】】】    

【【【【評価規準の設定例評価規準の設定例評価規準の設定例評価規準の設定例】】】】（関心・意欲・態度）（関心・意欲・態度）（関心・意欲・態度）（関心・意欲・態度）    

    

【造形への関心・意欲・態度】【造形への関心・意欲・態度】【造形への関心・意欲・態度】【造形への関心・意欲・態度】    

段ボールを切ったり，つないだりする段ボールを切ったり，つないだりする段ボールを切ったり，つないだりする段ボールを切ったり，つないだりする

ことを楽しもうとしている。ことを楽しもうとしている。ことを楽しもうとしている。ことを楽しもうとしている。    

 

   

なるほど！こうやって評価規準を

作ればいいんだ！ 

今度の題材は，３年生の造形遊び 

「だんボール 切って つないで」にしよう。 

 

＜手順１＞ 

取り組みたい題材を決めます。 

＜手順３＞ 

「評価規準の設定例」を参考

にして，この題材の評価規準

を設定します。 

 

＜手順２＞ 

「評価規準に盛り込むべき事

項」の表現（１）の関心・意欲・

態度の項目を確認します。 

 

この題材で設定する

評価規準（例） 



 図工-５ 

５ 各観点の評価の方法                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「造形への関心・意欲・態度」は，どうやって評価するの？ 

 自分の思いをもって，進んで表現や鑑賞の活動に取り組むことや， 

その過程や結果においてつくりだす喜びを味わっている児童の姿を評価します。 

挙手や発言の回数といった表面的な状況のみに着目することにならないよう留意します。 

 

⇒ 発言や行動などの観察・ワークシートやレポートの作成・発表など 

 

■「発想や構想の能力」は，どうやって評価するの？ 

 形や色，材料，用途等を基に，自分の表したいことを思い付いたり， 

いろいろ考えながら表現に見通しをもったりしている児童の姿を評価します。 

 「発想や構想の能力」には，表現のはじまりにおける発想や構想，表現の過程における発想

や構想を位置付けています。ですから，設定する題材のどの場面で，どのような方法で評価す

るのかということを明確にすることが大切です。児童が「何を感じているのか」「何を考えてい

るのか」などということは，児童の動きや視線，対話などからおおむね理解できます。 

 

⇒ 発言や行動などの観察・児童との対話・アイディアスケッチ・イメージマップ・ 

ワークシートや感想文など （Ｐ７～Ｐ９参照） 

 

 

■「創造的な技能」は，どうやって評価するの？ 

 自分の表したいことに応じて，感覚や経験を生かしながら，材料を用いたり， 

表し方を工夫したりしている児童の姿を評価します。 

作品をみる際には，作品の全体の印象だけでなく，作品の部分にも着目し，材料や用具をどの

ように使っているかなどを具体的に捉えることが大切です。 

 

⇒ 作品・発言や行動などの観察・製作過程の写真（Ｐ８参照）・ワークシートなど 

 

■「鑑賞の能力」は，どうやって評価するの？ 

 美術作品や自他の作品などの形や色から，表現の面白さを感じたり，よさを 

把握したりしている児童の姿を評価します。 

 「鑑賞の能力」を評価する際には，〔共通事項〕で示された形や色，イメージの視点から評価

をするようにします。 

 

⇒ 発言や行動などの観察・ワークシートや感想文など 

 



 図工-６ 

６ 小学校図画工作科における学習評価事例 ① ＜一題材のどこで何を評価するのか＞                                

 

 

 

 

１ 題材名  表し方をくふうしよう「わたしの思い出の場所」（５・６年） 

 

２ 題材の目標 

 ○ 自分の気に入っている場所や思い出の場所の美しさやよさを感じながら， 

表したいことに合った視点（構図）や表現方法を考えて，絵に表す。 

３ 題材の評価規準 

４ 題材の指導と評価の計画（６時間） 

造形への関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力 

①感じたことを大切に

しながら，表したいこと

の主題を見付け，絵に表

すことに取り組もうと

している。 

①表したい主題に合っ

た視点や画面の構成，配

色等を考えている。 

②表したい主題に合っ

た配色や描材などを考

えている。 

①表したいことを効果

的に表現するために配

色の仕方や筆の使い方

などを工夫して表して

いる。 

 

①作品に込められた友

達の思いや表現のよさ

や美しさを捉えている。 

 

時

間 

○ねらい ・学習活動 

評価規準・評価方法 

造形への関心・ 

意欲・態度 

発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力 

１

 

○ 自分の気に入っている

場所や思い出の場所のよ

さや美しさを考える。 

・ 自分の気に入った場所

や思い出の場所を探す。 

 

①感じたことを

大切にしながら，

表したいことの

主題を見付け，絵

に表すことに取

り組もうとして

いる。（観察・対（観察・対（観察・対（観察・対

話・ワークシート）話・ワークシート）話・ワークシート）話・ワークシート）    

   

２
 

○ 表したい主題に合った

視点や画面の構成を考え

ながら絵に表す。 

・ 感じたことや伝えたい

ことを基に主題や表し方

を構想して絵に表す。 

 ①表したい主題

に合った視点や

画面の構成，配

色等を考えてい

る。 

（ ワ ー ク シ ー（ ワ ー ク シ ー（ ワ ー ク シ ー（ ワ ー ク シ ー

ト・観察・対話）ト・観察・対話）ト・観察・対話）ト・観察・対話）    

  

 

３

・

４

・

５

 

○ 表したことに合わせて

材料や用具の特徴を生か

したり，いろいろな表現

方法を組み合わせたりし

て，表し方を工夫する。 

・ 表し方を工夫して絵に 

 表す。 

 ②表したい主題

に合った配色や

描材などを考え

ている。 

（観察・作品）（観察・作品）（観察・作品）（観察・作品）    

①表したいこと

を効果的に表現

するために配色

の仕方や筆の使

い方などを工夫

し て 表 し て い

る。（観察・作品）（観察・作品）（観察・作品）（観察・作品）    

 

６

○ 感じ方や表し方に共感

したり，自分と比較した

りして多様な見方をす

る。 

・ 友達と作品について話

し合う。  

   ①作品に込めら

れた友達の思い

や表現のよさや

美しさを捉えて

いる。 

（観察・対話・（観察・対話・（観察・対話・（観察・対話・

ワークシート）ワークシート）ワークシート）ワークシート）    

 

 

事例①では，１つの題材のどの場面で，どの観点を，どのような方法で評価するの

かということについてご紹介します！ 

自分の思いに合

った色や描材を

選んでいたり，筆

のタッチを生か

して色の付け方

を工夫したりし

ている姿を捉え

ます。 

児童が自分の作品について話したり， 

表したかった主題と作品を重ねながら友達の

作品のよさや面白さを味わっている姿を観察

や対話，ワークシートなどから捉えます。 

どのようなことを感じ，どのようなことを伝えた

いのか考えながら，色々な場所から見たり，見方

を変えたりしながら描く場所を探しているか見

取ります。児童の様子を観察したり，対話したり

して学習の状況を捉えるとよいでしょう。 

 

ワークシートを工夫して，表したいこと

やその場所を選んだ理由などを書かせ

るようにします。また，その場所の思い

に合った構図の取り方や配色を思い付

いている様子を捉えます。 



 図工-７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 小学校図画工作科における学習評価事例 ② ＜具体的な評価の方法＞              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜観点別評価計画を立てるにあたっての留意点＞  

～指導と評価の計画を立てるときのポイント～ 

 

 ● 題材の内容，題材の時間数，年間指導計画との関連などを踏まえ，題材のどの場面 

でどの観点に重点を置くかを考えながら題材の評価規準を設定することが大切です。 

  

● 1 年間を見通して「評価すべき点を見落としていないか」，「適切に評価できる学習内 

容になっているか」，「評価が煩雑になっていないか」などを考えて評価の計画を考える 

ことが大切です。 

(1)(1)(1)(1)    座席表の活用座席表の活用座席表の活用座席表の活用        座席表は，記録を簡単に書き留めることができます。 

■ 観察や対話を通してとらえた児童のつぶやきや活動の様子を適宜記入します。 

 

 

■ 記号を決めて記入したり，カラーペンを活用したりすると，後から分かりやすいですね。 

 

 

■ 矢印を用いたり，児童同士を線で結んだりすることで，児童と児童との 

関わりも記録として残せるといいですね。 

 

 

 

 

 

事例②では，評価のための情報収集や評価の方法についてご紹介します！ 

発想・構想の観点から児童の様子を観察し，

記録した座席表 

技能の観点から児童の様子を観察し，記録

した座席表 



 図工-８ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

((((2222))))    デジタルカメラのデジタルカメラのデジタルカメラのデジタルカメラの活用活用活用活用        作品の途中の段階や特徴的な活動の様子などを記録することができます。 

((((3333))))    ワークシートワークシートワークシートワークシートの活用の活用の活用の活用        児童の自己評価ができると同時に，評価の重要な資料になります。 

 
 

 

■ 表現のプロセスを捉えて記録します。観察と対話を行う際に，適宜（１，２枚程度）撮影しながら全員

の記録が残せるようにするとよいでしょう。 

 

■ 撮影した写真には，日時を表示する設定にしておくと便利です。 

 

■ 児童ごとに番号を付けて整理すると，表現のプロセスをみることができます。 

 

■ ワークシートは,必ずしも毎時間書かせなくてもよいでしょう。短い時間で書けるように形式を工

夫することが大切です。  

 

■ ＜どの題材で＞＜題材のどの場所に位置付けるのか＞＜どの程度の時間を費やすか＞など配慮す

る必要があります。 

 

■ 言葉やアイディアスケッチをワークシートに残すことにより，児童の思考の過程や思い，表現の工

夫を思い付いたことなどを知ることができます。 

 

 

○ 高学年によるワークシートの例 

デジタルカメラで表現の過程を捉え

るとき，図１のように観察や対話をし

ながら適宜撮影する方法と，図２，図

３のように撮影用の机を用意してお

き，授業の途中に全員分をまとめて撮

影する方法などがあります。 

  

 

アイディアスケッチ 

＜図１－１＞ 

思い付いた形を平面的に表してい

る児童 

＜図１－２＞ 

平面的な表現に棒をつけて立てよ

うとしている。 ＜図１－３＞ 

段ボールの箱に棒を突き刺して立てる

ことで安定し，立体的になった。 

＜図２＞ 

撮影用の机の上で撮影 

＜図３＞ 

撮影用の机の上で撮影 

イメージマップ 

 

イメージマップから児

童がどんな発想をした

のか読み取ることがで

きます。 

また，アイディアスケッ

チからは，１番表した

いことや今思い付いて

いる色や形などにつ

いても読み取ることが

できます。 

 



 図工-９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

((((4444))))    ポートフォリオポートフォリオポートフォリオポートフォリオの活用の活用の活用の活用            経過写真やワークシートを蓄積して，学びの変容を確かめます。 

振り返りのワークシートから，その時間に児童が工夫したことや， 

次の時間に向けて構想を立てていることが読み取れますね。 

 また，このような児童の記述から，それぞれの児童へどのような指導

や支援をすればよいのかということを考えることもできます。 

■ 座席表などに活動の様子を記録したものと，作品の経過写真やワークシートを蓄積したポートフ

ォリオを合わせて読み取ることで，児童の変容を確かめることができます。 

 

■ 写真用のミニアルバム等を用いたポートフォリオは，絵も立体も形や大きさにかかわらず同じよ

うに保存できるのが便利です。 

  また，学期ごとに家庭に持ち帰らせることで，児童の学習の様子について保護者に知らせること

もできます。 

■ 中・高学年では，ノートやスケッチブック，ファイル等を活用するとよいでしょう。ノートは数

年間利用でき，ワークシートを貼ったり，児童が直接書き込んだりすることができます。 

 

 

 

○ ポートフォリオの例 

その時間にひらめいたことや次時の構想を書いたワークシート 

 

今日のヒラメキーノ 

 

今日のヒラメキーノ 

 

ワークシートを台紙に貼り付けた 

ポートフォリオ 

イメージマップや下がきなどもファイル

したポートフォリオ 



 図工-１０

８ 小学校図画工作科における学習評価事例 ③ ＜鑑賞の能力の評価＞           

 

 

    

例：岡本太郎の「明日への神話」を鑑賞した後に書いたワークシートの記入例と評価例：岡本太郎の「明日への神話」を鑑賞した後に書いたワークシートの記入例と評価例：岡本太郎の「明日への神話」を鑑賞した後に書いたワークシートの記入例と評価例：岡本太郎の「明日への神話」を鑑賞した後に書いたワークシートの記入例と評価    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

 

ついつい，感想の文章の長短のみで評価をしてしまいがちな鑑賞の能力の評価。 

「鑑賞の能力」はどのように評価すればよいのでしょう。 

事例③では，鑑賞の能力の評価の方法について具体的にご紹介します！ 

「鑑賞の能力」は，感じたことや思ったことを話したり，友人と話し合ったりするなどの言語活動を通

して高めていくことができます。その際，一人一人が自分の根拠をもって話したり,考えたりできるよ

うにすることが大切です。 

 言葉や絵，図，身体で表現するなど，いろいろな言語活動を効果的に取り入れると，一

人一人が何を感じ，何を考えているのかなどを把握することが容易になります。 

 

 私は，この絵を見た時，こわいと思いました。

黒っぽい空におそろしい形をしているものがか

いてあったり，赤い炎に囲まれたりしているから

です。画面の左の方の人は助けを求めているよう

に見えます。でも，色がとてもあざやかです。 

 原ばくの悲劇を乗りこえようという思いが，赤

や黄色のあざやかな色や，真ん中の人の顔が上を

向いているところから分かります。 

■ 「十分満足できる」状況（Ａ）と評価する例 ■ 「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と評価する例 

 この絵は，こわい感じがします。下の方に，燃

えている人が何人かいるし，へびみたいなものも

かいてあるからです。まん中に大きな人が立って

います。おもしろい所もあります。顔みたいなも

のがおもしろいです。 

下の方の煙を出しているのは，クジラかな。船

かな。 

 

左の記述は，その絵から受けたイメージとその理由を書いています。絵の中に見

付けたものやそれから想像したことも書いています。 

右の記述では，思ったり感じたりしたことの根拠を，作品の中の色や形，描き方

などの視点に触れて書いています。（下線部） 

「鑑賞の能力」を捉える時，〔共通事項〕に示されている「形や色」「イ

メージ」などの視点が手掛かりになります。「形や色」「イメージ」の

視点からワークシートや発問を具体化していくといいですね。 

 

 

そうかぁ，ただ感想を書かせるだけでは 

いけないんだね。では，「鑑賞の能力」を見取るとき，

具体的に児童にどんな投げ掛けができそうかな・・・ 



 図工-１１

    例えば例えば例えば例えば，，，，こんなことからこんなことからこんなことからこんなことから見取っては見取っては見取っては見取っては・・・鑑賞活動における言語活動いろいろ・・・鑑賞活動における言語活動いろいろ・・・鑑賞活動における言語活動いろいろ・・・鑑賞活動における言語活動いろいろ    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

例：岡本太郎の「明日への神話」を鑑賞した後に書いたワーク例：岡本太郎の「明日への神話」を鑑賞した後に書いたワーク例：岡本太郎の「明日への神話」を鑑賞した後に書いたワーク例：岡本太郎の「明日への神話」を鑑賞した後に書いたワークシートシートシートシートのののの記入例記入例記入例記入例    

と評価と評価と評価と評価    

 

 

 

 

 

 

９ 小学校図画工作科における学習評価の進め方Ｑ＆Ａ                      

 

 

 Ａ：すべての題材で４つの観点（造形への関心・意欲・態度，発想や構想の能力，創造的な技能，鑑 

賞の能力）を均等に評価しようとすると，資料の収集に追われて，十分に評価できないだけでなく， 

指導もおろそかになることも考えられます。 

                      

 

  それぞれの題材において評価の重点をしぼり，年間を見通して評価の機会を設定する題材において評価の重点をしぼり，年間を見通して評価の機会を設定する題材において評価の重点をしぼり，年間を見通して評価の機会を設定する題材において評価の重点をしぼり，年間を見通して評価の機会を設定することが重要です。 

  

  

  

 

 

    

 

    

○○○○    パッと見て感じたことを言葉にする。パッと見て感じたことを言葉にする。パッと見て感じたことを言葉にする。パッと見て感じたことを言葉にする。    

    

○○○○    五感（視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚五感（視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚五感（視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚五感（視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚）を使って，）を使って，）を使って，）を使って，作品から感じたことを言葉に作品から感じたことを言葉に作品から感じたことを言葉に作品から感じたことを言葉に    

                する。する。する。する。    （どんな音が聞こえる？」「どんなにおいがしそう？」「どんな味だろうね？」など） 

 

○○○○    絵の中の登場人物になって一言い絵の中の登場人物になって一言い絵の中の登場人物になって一言い絵の中の登場人物になって一言いう。う。う。う。    

    

    ○○○○    作品の中の作品の中の作品の中の作品の中の色色色色や形，色や形の組み合わせや形，色や形の組み合わせや形，色や形の組み合わせや形，色や形の組み合わせについて感じたことについて感じたことについて感じたことについて感じたことを書く。を書く。を書く。を書く。    

    

    ○○○○    作者はどんな思いでこの絵をか作者はどんな思いでこの絵をか作者はどんな思いでこの絵をか作者はどんな思いでこの絵をかいたのか話し合う。いたのか話し合う。いたのか話し合う。いたのか話し合う。    

    

    ○○○○    絵の中の人と同じポーズをしてみる。なりきる。どんな感じがしたか書く。絵の中の人と同じポーズをしてみる。なりきる。どんな感じがしたか書く。絵の中の人と同じポーズをしてみる。なりきる。どんな感じがしたか書く。絵の中の人と同じポーズをしてみる。なりきる。どんな感じがしたか書く。    

話し合う。話し合う。話し合う。話し合う。    

        

    ○○○○    絵から聞こえる「音」を記号で表す。絵から聞こえる「音」を記号で表す。絵から聞こえる「音」を記号で表す。絵から聞こえる「音」を記号で表す。    

    

    

Ｑ：すべての題材で４つの観点を均等に評価しなければならないのですか？Ｑ：すべての題材で４つの観点を均等に評価しなければならないのですか？Ｑ：すべての題材で４つの観点を均等に評価しなければならないのですか？Ｑ：すべての題材で４つの観点を均等に評価しなければならないのですか？    

 

この学年で取り組む題材とその題材で重点的

に評価を行う観点をみてみよう。 

そこで・・・そこで・・・そこで・・・そこで・・・    

例えば・・・例えば・・・例えば・・・例えば・・・    

 ＜例＞ 

 

 

 

ぴちゃぴちゃという雨の音 

＜例＞ 

 

 

 

ドンドンとひびく音 



 図工-１２

  

 

      

 

 

 

Ａ：重点をおいて評価活動をしたときに，実際の児童の学習活動と離れてしまう場合があります。 

      例えば，手などで破った段ボールの形から思い付いたことを平面に表す第４学年「段ボールをやぶ 

     ってみたら・・・」という題材で 

  

 

 

   ところが，児童は下のように考え，活動を進めていこうとしています。 

 

 

 

   児童は，思い付いた形を実現させるために，「創造的な技能」を働かせることになりました。 

    

   

 

 

この手引きは，国立教育政策研究所で公開されている「評価規準等の工夫改善のための参考資料」（小学校）

などを参考にして，作成しています。以下のＵＲＬをご参照ください。 

http://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html 

月 時 題材名 関 想 技 鑑 備考 

４ ２ 「私の見つけた春」Ａ表現（２） ◎     

４ ２ 「材料からひらめいた！」Ａ表現（２）  ◎ ◎  アイディアスケッチ・作品 

５ ４ 「広がる ふくらむ」Ａ表現（１）  ◎    

６ １ 「おもしろ形みっけ」鑑賞    ◎ ワークシート 

        

ＱＱＱＱ：評価の観点に重点をおくとき：評価の観点に重点をおくとき：評価の観点に重点をおくとき：評価の観点に重点をおくとき，どんなことに気を付ければよいですか，どんなことに気を付ければよいですか，どんなことに気を付ければよいですか，どんなことに気を付ければよいですか？？？？    

 

「発想や構想の能力」を重点的に評価しよう。 

先生はこのように考えていました。 

 

段ボールを使って立体的に表そう！どんなふうにつくって

いこうかな 

★ 題材ごとに重点をおく場合，実際の学習状況や児童の実態に応じて，柔軟に

考えたり，妥当性から評価の観点を見直したりする必要があります。 

年間題材一覧表（例）  第３学年   ◎は重点をおく評価の観点 

 図画工作科では，６時間かけて工作をすることもあれば，1 時間で絵をかいたり，２時間連続で造形

遊びを行ったりするようなこともあります。すべての題材で，４つの観点を均等に評価するのは難しい

ですね。そこで，このような年間の題材と評価の観点をまとめた一覧表を作成するとどうでしょうか。 

このような一覧表にすることで，題材の配列や領域，評価の観点について系統的にみることができま

す。年間を見通して，評価の観点が偏っていないかバランスを考えることも必要です。 

 1 つの観点に関して複数の題材を通して評価することで，児童の成長を継続的に把握することができ

ます。 


